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Gozen:プレゼン用「ビジュアル・エイド」のあるべき姿

大坪 五郎∗

概要. 企業においても，大学においてもプレゼンテーションの重要性が叫ばれている．しかしながらプレ
ゼンテーション用のソフトウェアは過去 20年以上大きな変化がない．本研究では，プレゼンテーションの
ビジュアル・エイドは本来どうあるべきかという考察に立ち返り，そこからプレゼンテーション用ビジュア
ル・エイドシステム Gozenを開発した．Gozenの特徴は次の３点である．(1)スライドという概念を廃止
し，代わりに表示シーケンスをプレゼンの情報単位とする.(2)プレゼン記述言語で，表示シーケンスの制御
を行う．また表示要素のレイアウトに関しては，ユーザがおおまかな指示のみを与え，システムが自動で行
うことを基本とする．(3)プレゼンテーションにおいて主役であるべき，プレゼンターの映像をコントロー
ル対象に含める.

1 はじめに
Apple社の前 CEO,Steve Jobs氏は在任中その

プレゼンテーションの見事さで世界中に強い印象を
与えた．そのApple社が開発・販売しているプレゼ
ンテーションソフトKeynoteは，Steve Jobs氏が
自らの意見を反映させたものとして知られている．
Microsoft社の PowerPointに比べ各機能が洗練さ
れてはいるが，両者の間に大きな違いはない．基本
となる情報の単位は「スライド」である．静的な画
面である「スライド」に表示要素を配置し，複数の
スライドでプレゼンテーションを構成する．機能の
主眼は，スライド上にいかに美しくかつ容易に表示
要素を作成・配置するかにある．
このようなプレゼンテーションソフトには批判も

多い．それらの多くは「スライデュメント」[10]の
言葉で要約することができる．すなわち本来はプレ
ゼンテーションの補助を行うためのツールであった
ものが，スライド兼ドキュメントを作成するのに用
いられ，それ単体でも意味を成すことが期待された．
その副作用として，

• プレゼンテーション用として観た場合には，細
かい情報が多すぎる．

• ドキュメントとして観た場合には，重要な情
報を箇条書きに埋没させてしまい，誤った判
断を導きがちである．[1]

などの問題が指摘されている．こうした問題による
ものか，Amazon及び最近の Yahooでは幹部がプ
ロダクトの説明を行う際にプレゼンテーションソフ
トの使用が禁止されているという [4]．元々プレゼン
テーションソフトは，プレゼンテーションのビジュ
アル・エイド-Visual Aid-をすることが期待されて
いた．すなわちあくまでもプレゼンテーションの主
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役はプレゼンをする人間であり，それを視覚的な面
から補助するのが本来の役割だったはずである．そ
うした原点に立ち戻った場合，どのようなシステム
が必要と考えられるだろうか．

2 Gozenについて
2.1 対象とするプレゼンテーション
プレゼンテーションには聴衆からのフィードバッ

クを取り入れるべきである，という前提に基づく研
究は多い．そこから更に進んで，プレゼンテーショ
ンというよりはむしろプレゼンターを含む参加者全
員の議論を活発化させることを目指した研究もある
[16]．これらはプレゼンテーションのフロントチャ
ネルだけでなくバックチャネルを充実させようとす
る試みということができる．
本研究では，これらと全く異なる前提を置く．対

象とするプレゼンテーションとして，ある程度短時間
（数十分～１時間程度）で，プレゼンターが多くの聴
衆に話しかけるものを想定する．もちろん聴衆から
の反応は受け止める必要があるが，主役はプレゼン
ターであり，聴衆と同じ立場にはない．例えるなら
ば音楽のコンサートに相当する．コンサートは演奏
者だけで作るものではない．聴衆の拍手，手拍子な
どを含むリアクションが重要な要素になることもあ
るだろう．しかしあくまでも演じているのはステー
ジ上にいる演奏者であり，聴衆ではない．つまり第
一に考えるべきはフロントチャネルであり，バック
チャネルを過度に重視することは，フロントチャネ
ルにおけるプレゼンターと聴衆のコミュニケーショ
ン及び両者の集中力を阻害する [3]ため好ましくな
いという立場を取る．
このように考えると，プレゼンターはプレゼン

テーションの時間を聴衆及びプレゼンターにとって
有意義な時間とする責任を負っており，それ故プレ
ゼンテーションの進行及び聴衆への見せ方について
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より多くのコントロールが可能であるべき，だと考
えた．

2.2 Gozenの特徴
前項に示した考察に基づき，以下に示す特徴を持

つプレゼンテーション用「ビジュアル・エイド」を
行うためのシステム Gozenを開発した．特徴を以
下に列挙する．

• スライドという概念を廃止し，代わりに表示
シーケンスをプレゼンの情報単位とする．

• テキストベースのプレゼン記述言語で，表示
シーケンスの制御を行う．また表示要素のレ
イアウトに関しては，ユーザがおおまかな指
示のみを与え，システムが自動で行うことを
基本とする．

• カメラから取り込んだ画像を，背景除去を行っ
た上でプレゼンに対してオーバーレイし，か
つ簡易言語からその制御を行うことを可能に
する．

• プレゼンテーション進行制御の入力装置とし
て，プレゼンターが自由に配置できる物理的
な「ボタン」を用意する．これにより，ジェ
スチャーとプレゼンの進行をシンクロさせる
ことができる．

こうした特徴をもたせる理由について説明する．
前述した通り，現在広く使用されているプレゼンテー
ションソフトでは「スライド」を情報単位として用
いている．過去においては物理的な制約から静的な
スライドを用いざるをえなかった理由は理解できる
が，情報媒体がPC上で表示される画面となった現
在においては，制約を離れあるべき姿について考察
することが可能だ．典型的な「スライド」の例を図
1に示す．

図 1. 典型的な「スライド」の例

このように画面全体にプレゼンターがこれから数
分の間に喋る情報が静的に並んでいる．こうした情

報提示方法の最大の問題点は，聴衆が情報にアクセ
スするタイミングをプレゼンターがコントロールで
きないことである．このスライドが表示された途端，
プレゼンターがしゃべっている内容と関係なく，聴
衆は自分のペースでスライドを読み始める．こうし
た状況ではプレゼンテーションの主役はスライドに
なっている．
プレゼンの主役はあくまでもプレゼンターである，

という前提に立てばこうした状況は好ましくない．
従ってまず必要なことは，プレゼンターが，情報の
表示シーケンスを細かくコントロールできることで
ある．主役はプレゼンター及びそれが話す内容であ
り，画面に表示されるのは，その内容を補助するた
めの情報であるべきだ．従ってプレゼンターの音声，
というメディアにタイミングを合わせ，情報は表示
されるべきである．
既存のプレゼンテーションソフトでも，「アニメー

ション制御」により表示のシーケンスを制御するこ
とが可能である．しかしそれはあくまでも付加的な
機能であり，多くの表示要素に対して表示シーケン
スを制御する記述を行うのは容易ではない．表示要
素はまずスライド上に配置される必要があり，表示
要素が多くなるとそれらが互いに重なり，位置の指
定及びシーケンスの設定は困難となる．また配布用
に印刷されたプレゼンテーションに図 2に示される
ようなものを見ることがままある．これは，従来の
プレゼンテーションソフトがあくまでも「スライド」
を単位として扱っているがために起こるエラーであ
る．（スライド上で表示要素が全て表示された状態で
のみ印刷するようになっている）

図 2. 配布資料に問題がある例

この問題は，従来のプレゼンテーションソフトが
「スライド」を基本単位として扱っているところか
ら発生していると考えられる．このような考察を踏
まえプレゼンテーションの構成単位を「スライド」
ではなく「シーケンス」にする．すなわち，ユーザ
がプレゼンを進行させる操作を行なってから，次に
行うまでの間を構成単位と考えるのである．
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このように表示シーケンスを基本構成要素とする
と，プレゼンテーションの記述は従来のように「スラ
イドの上に表示される要素のレイアウト」が主では
なく，「表示されるべき要素のタイミングの記述」が
主になる．その記述はどのように行うべきだろうか．

GUIは，表示要素の配置等を検討する際には便利
だが，表示シーケンスの制御に適用するには工夫が
必要である．表示タイミングを指示するのは，静的
なドキュメントを作る作業より，むしろプログラミ
ングに近いものと考えられる．プログラミングにも
GUIの要素を取り入れる試み [8]は何度も行われて
いるが，広く普及するに至っていない．これはプロ
グラムの記述にはテキストベースが適しているため
と考えられる．そのため Gozenではテキストベー
スの記述言語を用いることにより，プレゼンターが
使い慣れたエディタでプレゼンを作成，編集するこ
とがすることを目指した．
逆に従来のプレゼンソフトではユーザが細かく指

示していた表示要素のレイアウトは，ある程度シス
テムが自動に行うようにした．これはプレゼンテー
ションのビジュアルエイド，という用途を考えれば
一画面中に表示すべき要素はあまり多くなく，凝っ
たレイアウトをする必要はない．仮に詰め込んだと
しても聴衆が視認できず役にたたないと考えたため
である．
またプレゼンテーションの主役が，プレゼンター

である，という前提に立てばプレゼンターの姿自身
が，一つの有力なコンテンツであるべきと考えられ
る．プレゼンテーションを行う際には「下を向かな
いで，聴衆とアイコンタクトをとること」という点
が強調されることが多い．これは，聴衆はプレゼン
ターの姿に注目しているという事実に基づくもので
ある．
プレゼンテーションがプレゼンテーション会場外

に映像配信されたものを見ると，画像がプレゼン
テーション画面と，プレゼンターの間で切り替えら
れていることがままある．これは聴衆に注目してほ
しいのが，ビジュアル・エイドであったり，プレゼ
ンター自身であったりするためである．通常はプレ
ゼンター以外の第３者がそうした注目点の切り替え
を行なっているが，こうした切り替えは本来プレゼ
ンターが責任を持って行うべきであると考える．
こうした観点から，Gozenでは，PCに接続され

たカメラからの画像を取り込み，背景除去を行った上
でプレゼンテーション上に自由にオーバーレイでき
る機能を実装した．制御は前述した記述言語で行う．
またプレゼンの進行をコントロールする入力方

法について一つの試みとして，Gozen ではプレゼ
ンターが自由に配置することができる押しボタンス
イッチを複数定義し，それぞれに異なったプレゼン
進行のコマンドを割り当てることを可能とした．こ
うしたボタンをプレゼンターの背後においたホワイ

トボードなどに配置することにより，プレゼンター
は大きなジェスチャでかつ確実にプレゼンの進行を
制御するコマンドを入力することができる．

2.3 全体構成
Gozenのスクリーンショットを図 3に示す．
左側にプレゼン記述言語での記述が表示されてい

る．プレゼンの構成単位-すなわち次のユーザからの
進行指示入力があるまでに表示する要素群-に区切ら
れており，任意の区間をクリックすることで，そこ
で表示されるべき画面を呼び出すことができる．右
側には，現在の画面，ユーザがプレゼンの進行を指
示した場合次に表示される画面，及びカメラから撮
影された映像（背景除去処理をしたもの）が表示さ
れている．またツールバーには現在時刻とプレゼン
をスタートしてからの経過時間が表示されている．
次に Gozenにおいて用いるプレゼン記述言語に

ついて説明する．

2.4 プレゼン記述言語
2.4.1 概要
前述した通り，Gozenではプレゼン用のビジュア

ル・エイドソフトにとって最重要な機能は「画面表
示要素のシーケンス制御」であるという考え方を採
る．そのため，プレゼン記述言語の基本は，表示要
素をどの順番で画面に表示，あるいは消去するかで
ある．従来のプレゼンソフトが備えている「図表を
作成するための機能」は他ソフトで行い，画像（あ
るいは動画）ファイルとして取り込むものとする．
Gozenで使用している言語の一部を以下に示す．図

図 4. プレゼン記述言語の一部

中の番号に従って，動作概要を説明する．まず１行
目ではプレゼンの背景色を規定している．このよう
に先頭に’$’がついた文字は変数として扱われる．シ
ステムが予約している変数名がいくつかあり，それ
への代入で特定の機能を持たせることができる．２
行めでは，ユーザ定義変数を設定している．
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３行目から５行目までは同時に実行される．い
ずれも文字列を画面上に表示する．３行目の引用
符で囲まれた部分以降は，表示する際の形式を指定
するためのものである．Gozenでは簡易的な CSS
ファイルを設定ファイルとして読み込むことができ
る．”large”とあるのは，CSS中で指定された文字
のクラス名である．”right”は横の位置が右詰めであ
ることを示し，最後の”width”は画面全体の幅と比
較し，80％の幅に文字列を収めることを指示して
いる．システムはこのような指示があった場合，指
定された要素を縦，または横方向に中央に寄せるよ
うに自動的に配列する．この際，並べる方向を指示
するためには，”horizontal”,”vertical”というオプ
ションを付与すればよい．６行目では，ユーザの入
力を待つことを指示している．この際の画面表示は，
図 3の「現在画面」のようになる．７行目では，画
面に表示されている要素を全て（”＊”でワイルド
カードと解釈する）消去する．表示要素を，変数と
して設定した場合は，個別に消去することが可能で
ある．なおこの際，単に表示をOn/Offするのでは
なく，徐々に表れる/消えていく効果を定義すること
もできる．その場合は”fade:（秒数を表すパラメー
タ）”を付与する．これら一度定義した表示用のオ
プション（表示要素の横幅，表示時の効果等）はそ
の後デフォルト値として用いられ，記述を繰り返す

ことなく使用出来る．
動作の基本は以上だが，以下に特徴的な機能につ

いて記述する．

2.4.2 サブルーチン定義
システム予約変数”$href”にラベル名を値として

設定することにより，そのラベルを付与された「サ
ブルーチン」を指定することができる．例を図5に示
す．サブルーチン呼び出しの操作を行うと，”$href”
に設定されたラベルを持つサブルーチンに跳ぶ．そ
の後サブルーチン終了時点で呼び出した元に戻る．
この機能を用いるとプレゼンテーションの残り時間，
あるいは聴衆の反応をみて「より詳細な説明をした
ほうがよい」という場合に，付加説明を表示すると
いった使い方ができる．またある程度まとまった情
報の単位を再利用するためにも使用できると考えら
れる．

図 5. サブルーチン定義の例

図 3. Gozenのスクリーンショット
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2.4.3 カメラ画像との重ねあわせ
システム予約変数”$cameraAlpha”に 0より大き

いα値を設定することにより，接続された USBカ
メラから取り込んだ画像を背景除去を行った上で画
面に重ねあわせて表示することができる．この場合
設定された画像のα値を設定できるため，画面表示
要素とプレゼンターの姿を故意にオーバーラップさ
せ効果を強調することができる．カメラ画像の背景
除去には一定時間背景画像を学習した上で，カメラ
画像との差分をとる方式を用いている．

2.4.4 プレゼン用指示入力装置
有線接続のハードスイッチを複数設置し，それを

押すことでプレゼンの進行を制御することを試みた．
具体的にはプレゼンターの背後にホワイトボード等
を置き，その上の数カ所にハードスイッチを設置，
押すことにより進む，戻る，サブルーチンに飛ぶ/
戻るの制御を行う．
こうした機能を，カメラ画像重ねあわせ機能を合

わせて用いることにより，あたかもプレゼンターが
表示要素とインタラクションしながらプレゼンを進
めるかのような表現を実現することができる．実例
を図 6に示す．ここではGozenでは「シーケンス」
を重視するため，「スライド」は不要である，という
ことを「スライド」に裏拳を見舞うジェスチャで示
すとともに，設置したハードスイッチを押している．
その結果表示が更新され，画面上に「シーケンス」
という文字だけが残されている．

3 実装システム
Gozen は Mac 上で動作する Objective-C プロ

グラムとして実装されている．背景除去にはOpen
CV[5]を用いている．またプレゼン記述用言語のパー
スには，ParseKit[6]を用いている．

4 システムの使用例
実際に本システムを用いて Gozenプレゼンテー

ション用のビジュアルエイドを作成した．プレゼン
テーションの前半では「スライド」を用いることの弊
害について述べる．その間「スライド」という文字は
画面上に表示され続けている．プレゼンの中盤でプ
レゼンテーションの主役はあくまでもプレゼンター
である，という説明とともにカメラ画像の重ね合わ
せ機能を用いてプレゼンターの姿を映し出す．その
のち 2.4.4項で記載したように，ユーザアクション
とともに「スライド」を画面から消す．それと同時
に「シーケンス」という文字が画面の中央に来る．
そしてプレゼンの後半は「シーケンス」という文字
が画面に表示され続け，Gozenでは何を重視してい
るかを示す．このようにプレゼンテーションの構成
と画面上の表示を無理なく一致させることができ，

図 6. カメラ画像との重ねあわせ，プレゼン用指示入力
装置を使った例

かつ従来のスライドを用いたプレゼンソフトでは困
難な表現を実現することができた．
また本システムは，プレゼンで使用したい図，写

真，言葉を最初に集め，その上で表示の順番を試行
錯誤を通じて変えていく，いわばボトムアップ的ア
プローチに向いていることに気がついた．従来のス
ライドを用いたプレゼンテーションソフトでは，ス
ライドを情報単位として大まかな構成を決め，そこ
に細かい情報を埋め込んでいくトップダウン的アプ
ローチを取ることが多い．本システムの前提とした
プレゼンテーションには，プレゼンターが伝えたい
内容がまず存在しているべきであるべきで，その点
からも本システムのこうした性質な望ましいものと
言えるが，この点については今後更に検証が必要で
ある．
今後は本システムを用いてさらにプレゼンテー

ションを行い聴衆からのフィードバックを得る予定
である．

5 関連研究
プレゼンター，聴衆間での議論にフォーカスした

研究として，栗原らによるBorderless Canvasを挙
げることができる [13]．Borderless Canvas では，
プレゼン資料及びそれに対する書き込みをプレゼン
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ター，聴衆で共有し，プレゼン終了後により深い議
論を行うことが可能である．本研究は，プレゼンター
がプレゼンテーションを自由にコントロールするこ
とを主に考えているため，こうした研究とは方向性
が異なる．プレゼンターの姿をプレゼンテーション
に取り込む試みもいくつか存在する.前田らはプレゼ
ンテーションスクリーンの前にプレゼンターが立っ
た場合に表示要素を動的に配置し，身体によって遮
蔽させないシステムを提案している [15].Kuroko[14]
においては，プレゼンターのシルエットとスライドを
重ねることを試みている．本研究とはプレゼンター
の姿と他のプレゼン要素との重ねあわせについての
考え方，あるいはプレゼンターの姿を主たるコンテ
ンツをするか補助として考えるかなどの点において
差異がある．主にブラウザを用いて，テキストベー
スでプレゼンテーションを記述しようという試みが
いくつか存在する [9][12]．それらの多くは，スライ
ドを情報の構成単位として用いている点が本研究と
異なる．従来型のスライドを用いないプレゼンテー
ションの試みとしては，ズームインタフェースを用
いた Preziを挙げることができる [7]．ズームを多
用して，表示要素間の関連を見せながら情報を切り
替えることを特徴としている．本研究は表示シーケ
ンスの制御を主要な機能として位置づけている点に
ておいて異なる．様々なメディアのタイミングを制
御して表示することを主目的としたマークアップ言
語としては Synchronized Multimedia Integration
Language (SMIL)[11]がある．その記述はプレゼン
という目的には複雑すぎると考えられる．簡易言語
を用いて，プレゼンに必要な情報を簡単に記述する
こと指向したシステムとしては，プレゼン用メタ言
語 luminescence[2]がある．最小限の記述で，プレ
ゼンに必要な要素を表示するという点は本研究と共
通する．スライドを情報の構成単位として用いてい
る点が本研究と異なる．

6 まとめ
プレゼンテーションのビジュアル・エイドはどのよ

うにあるべきか，という考察からスタートしたプレ
ゼンテーション用ビジュアル・エイドシステムGozen
を開発した．プレゼンテーションシステムに関する
研究は多いが．それらの根本には，「本来プレゼン
テーションの目的は何か」について複数の想定があ
るように思われる．本論文が「プレゼンテーション
の本質」に関する議論の一つのステップとなること

を期待している．
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